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稲田紘子

【出張先】


カナダ　トロント大学　Ontario Cancer Institute
【期間】


2011年10月8日　～　2011年12月30日　(84日間)

【研究内容】


テーマ：Jmjd2bノックアウトマウスの解析
活動目的
現在私は、修士論文のテーマとして、大腸腺腫の初期発生機序について研究を行っている。腺腫やがんにおいては、突然変異によるがん遺伝子の活性化やがん抑制遺伝子の不活化が知られてきた。これに加え近年では、DNAのメチル化といった、エピジェネティクスも重要な要因として盛んに研究がおこなわれるようになっている。日本での研究では、前者の遺伝子変異に重点を置き、病理学的手法を用いて研究を進めてきたため、がん研究において重要なもう一つの要因である、エピジェネティクスの知識習得および実験技術の向上を目的として、今回の活動を行った。また、研究室でのミーティングを初めとし、Ontario Cancer Institute（OCI）でのセミナーなどに参加・日々の研究を通しての、英語でのコミュニケーション向上も目的とした。
活動内容
①標本作成
配属先の研究室では、派遣前までは標本作成および染色は外注し、研究室内では行っていなかった。しかし、時間短縮や細かい要望を可能とするため、今後は研究室内で行えるようにするという目的のため、まずはパラフィン切片および凍結切片の作製から始めた。日本では、パラフィン切片のみを扱っていたため、凍結切片作製においては、OCI標本作成室の指導の下技術を習得した。また、今回はJmjd2bノックアウトマウスの解析がテーマであったため、一つの臓器に限らず、肝臓や脂肪体を初めとして、様々な臓器の切片作製を行った。
②染色
HE染色、オイルレッド染色、免疫組織化学染色を行い、Jmjd2bノックアウトマウスの各組織の解析を行った。どの染色においても、最適な染色時間の探索などを通し、よりきれいな染色結果を得ることができるように努めた。
③ミーティング、セミナーへの参加
今回の配属先である研究室では、毎週行われる研究室内のミーティングのみでなく、OCIで開催されるセミナーやThe Campbell Family Institute for Breast Cancer Research (CFIBCR)で毎週開催されるセミナーに自由に参加可能であったため、時間の余裕がある限り参加した。これらのセミナーでは、Jmjd2bやエピジェネティクスに限らず、がんに関わる様々な研究者の方の報告を聞くことができ、勉強になった。また、研究室でのミーティングでは、最後に活動報告も行った。
④活動の成果
今回の活動を通して、Jmjd2bノックアウトマウスの肝臓や脂肪体、腎臓など様々な臓器のHE染色、オイルレッド染色、そして免疫組織化学染色を行い、フェノタイプを見つけることができた。また、切片作製段階では、日本で私が行っていた作製方法とは少し異なっており、違った手法なども学ぶことができた。さらに、セミナーやミーティングを通し、英語でのコミュニケーションの練習になった。
活動のまとめ
今回の渡航は、3か月という短い間ではあったが、がん研究をエピジェネティクスの方面から学ぶことができて、自身の修士論文の研究に対する幅が広がった。さらに、実験手法においても、未経験の方法などが習得できたりと、得るものも大きかった。
また、今回の渡航先であるカナダのトロントは、多民族な街であり、いろいろな人種が世界中から集まっている。そのため、コミュニケーションや街の雰囲気、食事などを通して、様々な文化に触れることができ、とてもいい経験になった。街の治安もよく、人当たりもいいため、安心して生活をすることができた。
しかし、英語でのコミュニケーションにおいては、伝えたいことがうまく伝わらなかったりと、自らの英語力向上の必要性を改めて感じた。すでに日本に帰国はしているが、研究だけでなく、英語でのコミュニケーション力向上など、今回の渡航で改めて見えてきた自分の課題にたいして、今後も取り組んでいきたい。
